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1. はじめに 

現在建設中のJT-60SAにおいて、2020年の運転

開始に向けて制御系の開発を進めている。この

開発では、JT-60SAの運転に必要な様々な機能

を搭載した各種計算機システムや専用ハード

ウェアを製作し、プラズマ制御技術の進展を図

ると共にJT-60SAの実験運転を安全・効率的に進

めるための統括制御システムを構築している。 

2. 統括制御システムの機能要件と開発状況 

JT-60SAの制御系の開発を進める中で中核と

なる「統括制御システム」をハードウェア/ソ

フトウェアの両面からシステム開発を進めて

いる。下図に統括制御システムに求められる主

要機能を実現するためのシステム全体の構成

概要を示す。JT-60SAの全ての設備は、統括制

御システムと連携し協調動作することで

JT-60SAのプラズマ放電が行われる。 

この統括制御システムの内、プラント監視計

算機システム、放電制御計算システム及びヒュ

ーマン・マシン・インターフェイス(HMI)シス

テムの各種機能については、予定した機能の製

作がほぼ完了し、量研機構内LANから切り離さ

れた専用LANやリフレクティブメモリネットワ

ーク、さらにJT-60SA専用に開発・製作し

たタイミングシステムを個々の設備の制御系

と接続し、個別リンケージ試験を進めている。

この試験では、他の設備制御系やプラズマ放電

に関する計算機を専用計算機で模擬した上で、

放電シーケンスを実施してデータ通信や制御

機能の健全性を確認している。また、これまで

の試験結果から得た改善点やさらなる機能要

求に対応するための機能開発も進めている。 

実時間制御計算機システムにおいては、放電

シーケンスに同期するための計算機間通信機

能の製作が完了し、プラズマ平衡制御計算機、

粒子供給・加熱制御計算機の制御プログラム製

作を進めている。 

3. まとめと今後の予定 

現在、実時間制御計算機システムの組み込み

と制御プログラムの製作を早急に進め、2018年

度後半から燃料ガスを供給するためのガス注

入設備やポロイダル磁場コイルを制御するコ

イル電源設備との個別リンケージ試験を実施

する予定である。2020年初頭からは、保護イン

ターロックシステムも含めた全ての設備制御

系を組み合わせた統合リンケージ試験を実施

した上で運転を開始する。 
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HMI計算機システム

【プラント監視制御】
・サブシステムの起動許可や運転状況
・JT-60SA全体の運転状態や異常監視

【放電シーケンス制御】
・サブシステムの協調動作
・放電後データ収集

【実時間フィードバック制御】
・プラズマ平衡
・プラズマ加熱・粒⼦供給

・プラント動作状況や放電シーケンスの実施状態の監視
・プラズマ制御パラメータの設定

JT-60SA設備群
コイル電源設備、本体設備、ガス注⼊設備、超伝導マグネット設備、NBI加熱設備、EC加熱設備

リフレクティブメモリ
ネットワーク

タイミングシステム

保護インターロックシステム

制御系専⽤LAN︓計算機間のメッセージ交信や放電後のデータ収集

実時間処理中の指令値や制御状態の⾼速データ通信

基準となるタイミング信号の⼊出⼒や制御クロック発信

設備・機器の故障や異常が発⽣したした場合、
関連設備や実験運転を安全に停⽌

JT-60SA 統括制御システム


